
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク

ロ
ン
は
「
爆
発
的
な
感
染
力
が
あ
る
も

の
の
、
若
年
層
を
中
心
に
重
症
化
し
に

く
く
、
自
覚
症
状
も
少
な
い
」
と
、
政

府
・
コ
ロ
ナ
専
門
家
の
定
説
で
す
。

こ
れ
を
根
拠
に
、
「
感
染
リ
ス
ク
を

許
容
す
る
。
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
人

は
医
療
機
関
の
受
診
は
避
け
、
自
宅
療

養
を
可
能
と
す
る
」
と
の
コ
ロ
ナ
対
策

に
切
り
替
え
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
世

代
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
抜
き
で
、
医
者
と
の

会
話
だ
け
で
診
断
す
る
と
の
「
方
法
」

も
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
健
所
の
濃
厚

接
触
者
の
感
染
経
路
調
査
も
放
棄
さ
れ
、

無
自
覚
の
感
染
者
が
放
置
さ
れ
、
い
つ

ど
こ
で
感
染
す
る
か
恐
怖
に
お
び
え
る

社
会
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
８
月
に
は
自
宅
療
養
で
死
亡
数

は
２
５
０
人
、
前
月
の
８
倍
に
急
増
し

ま
し
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
、
症
状
を
軽
い
と
説
明
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
警
告
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
は
医
療
や
福
祉
現
場
に

も
広
が
り
、
そ
の
機
能
が
縮
小
、
マ
ヒ

す
る
状
態
も
出
て
い
ま
す
。
保
育
所
の

休
園
、
小
中
学
校
な
ど
学
級
閉
鎖
、
保

護
者
の
自
宅
休
業
な
ど
、
戸
惑
い
と
混

乱
が
起
き
て
い
ま
す
。

医
療
現
場
で
は
、
災
害
発
生
時
の
治

療
優
先
順
位
を
決
め
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入

院
対
象
は
高
齢
者
や
中
症
・
重
症
者
に

限
ら
れ
、
感
染
症
以
外
の
重
症
患
者
は

入
院
や
手
術
が
延
期
さ
れ
、
救
急
患
者

は
た
ら
い
回
し
の
状
態
で
す
。
ま
た
、

「
検
査
キ
ッ
ド
」
は
不
足
し
て
「
検
査

難
民
」
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
も
と
よ
り
、
第
３
次

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
38

カ
国
中
、
日
本
は
最
下
位
で
す
。
ま
た
、

全
国
の
看
護
師
配
置
数
は
一
床
あ
た
り

加
盟
国
中
30

位
（
２
０
２
１
年
）
と
貧

弱
な
状
態
で
す
。
医
師
の
数
は
先
進
国

７
カ
国
中
最
低
で
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

を
先
ず
見
つ
け
る
検
査
態
勢
の
不
備
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
政
府
・
自
治
体
が
こ

れ
ま
で
進
め
て
き
た
病
院
、
保
健
所
、

医
療
用
べ
ッ
ド
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

医
療
基
盤
の
削
減
に
あ
り
ま
す
。

自
治
体
で
も
医
療
行
政
は
後
退
。
東

京
都
で
は
、
２
０
１
９
年
12

月
、
小
池

百
合
子
知
事
は
突
然
、
都
立
・
公
社
病

院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
を
表
明
。

16

あ
っ
た
都
立
病
院
は
石
原
都
政
で
８

つ
。
今
年
か
ら
は
東
京
都
は
反
省
も
な

く
都
立
、
公
立
病
院
を
独
立
法
人
化
さ

せ
、
「
儲
か
る
医
療
・
病
院
」
を
進
め

る
計
画
で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
第
６
波
か
ら
第
７
波
へ

の
対
策
は
急
務
で
す
。
先
ず
政
府
は
大

規
模
施
設
を
大
量
に
つ
く
り
、
検
査
、

保
護
と
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
で
す
。
過
年

度
の
予
算
は
余
っ
て
い
ま
す
。
予
備
費

５
兆
円
近
く
を
投
入
し
た
現
金
給
付
の

検
討
、
さ

ら
に
、
休

業
補
償
金

と
申
請
の

改
善
が
求

め
ら
れ
ま

す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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で
す
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2022年２月号

2022年２月

委員長 岡﨑ひろみ

全国で大規模施設を開設、大量の検査と保護を！

政
府
は
事
実
上
の
コ
ロ
ナ
放
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
」
の
感
染
は
、
沖
縄
、
山
口
、
広
島
の
米
軍
基
地

な
ど
か
ら
始
ま
り
、
今
や
日
本
全
土
に
拡
散
。
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
想
定
を
超
え
る
第

６
波
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
「
感
染
爆
発
」
）
は
全
国
で
、
か
つ
て
な
い
医
療
崩
壊
か
ら
医
療

放
棄
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
医
療
の
大
原
則
で
あ
る
、
「
早
期
発
見
、
保

護
、
治
療
」
が
崩
れ
、
無
自
覚
・
無
症
状
の
感
染
者
は
放
置
さ
れ
、
今
や
コ
ロ
ナ
感
染
は

自
己
責
任
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
く
づ
く
政
府
の
無
責
任
さ
に
あ
き
れ
ま
す
。

先
進
国
と
は
名
ば
か
り
の
医
療
態
勢

未
だ
続
け
る
医
療
行
政
の
縮
小



社
会
保
障

費
は
、
36
兆

２
７
３
５
億

円
（
前
年
比

＋
４
３
９
３
億
円
）
で
史
上
最
大
に

な
っ
た
と
言
い
ま
す
。
社
会
保
障
費

は
、
厚
生
労
働
省
以
外
に
子
育
て
等

で
内
閣
府
が
所
管
す
る
も
の
も
含
ま

れ
ま
す
。
厚
労
省
の
社
会
保
障
関
係

費
を
主
に
見
て
み
ま
す
。
内
訳
は
、

左
の
図
の
と
お
り
で
す
。

厚
労
省
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の

昨
年
の
概
算
要
求
で
は
６
７
３
８
億

円
増
（
高
齢
化
等
に
伴
う
自
然
増
）

で
出
し
て
い
た
の
が
、
22
予
算
で
は

３
９
８
４
億
円
で
、
約
２
７
０
０
億

円
値
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

診
療
報
酬
プ
ラ
ス
０
・
43
％
、
薬
価

マ
イ
ナ
ス
１
・
35
％
、
材
料
価
格
マ

イ
ナ
ス
０
・
02
％
で
、
差
引
マ
イ
ナ

ス
０
・
94
％
で
決
ま
り
ま
し
た
。
菅

内
閣
が
打
ち
出
し
た
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
が
実
施
さ
れ
ま
す
。し

か
し
、

今
年
10
月
か

ら
、
後
期
高

齢
者
（
75
歳

以
上
）
医
療
費
の
自
己
負
担
が
原
則

１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
単
身

者
、
３
２
０
万
円
以
上
の
２
人
世
帯

が
対
象
（
約
３
７
０
万
人
）
で
す
。

今
後
さ
ら
に
３
割
負
担
へ
の
改
悪

や
所
得
制
限
の
切
り
下
げ
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

（
反
復
利
用
で
き
る
処
方
箋
）
が
導

入
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
高
齢
者
の

受
診
抑
制
が
危
惧
さ
れ
、
高
齢
者
は

生
き
に
く
い
世
の
中
で
す
。

年
金
で
は
、
22
年
度
は
０
・
４
％

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
基
礎
年
金

の
場
合
、
月
額
６
万
５
０
７
５
円
が

６
万
４
８
１
６
円
（
マ
イ
ナ
ス
２
５

９
円
）
に
、
厚
生
年
金
の
モ
デ
ル
世

帯
（
正
社
員
の
夫
と
専
業
主
婦
だ
っ

た
妻
の
２
人
世
帯
）
で
は
、
月
額
22

万
０
４
９
６
円
が
21
万
９
５
９
３
円

（
マ
イ
ナ
ス
９
０
３
円
）
に
下
が
り

ま
す
。
金
額
は
小
さ
く
見
え
ま
す
が
、

毎
年
下
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
累
積

す
る
と
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

岸
田
政
権

の
目
玉
政
策

は
、
賃
上
げ

を
実
施
し
た

企
業
へ
の
法
人
税
減
税
（
し
か
し
、

７
割
の
企
業
は
非
課
税
）
と
、
看
護
・

介
護
・
保
育
等
の
職
種
の
賃
上
げ
を

掲
げ
、
看
護
は
１
％
、
介
護
・
保
育

は
３
％
（
月
額
９
０
０
０
円
）
の
賃

上
げ
を
、
21

年
度
補
正
予
算
で
今
年

２
月
か
ら
９
月
ま
で
、
10
月
以
降
は

22
年
度
予
算
で
実
施
し
ま
す
。

し
か
し
、
介
護
・
保
育
職
種
で
は
、

民
間
の
平
均
賃
金
よ
り
年
収
で
70
～

90
万
円
低
く
、
年
10
万
円
強
の
引
き

上
げ
で
は
格
差
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん

（
図
参
照
）
。

コ
ロ
ナ
に

よ
る
休
業
補

償
を
行
っ
た

雇
用
調
整
助

成
金
の
増
大
で
、
雇
用
保
険
財
政
は

悪
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
現

在
０
・
２
％
（
労
使
折
半
）
の
雇
用

保
険
料
が
10
月
か
ら
０
・
６
％
と
３

倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

不
公
平
税
制
見
直
し
、
軍
事
費
削

減
等
で
財
源
を
生
み
出
す
べ
き
で
す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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2022年２月

新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額700円・送料１６８円

お問い合わせ先

負担は増、給付は削減の社会保障 岸
田
政
権
の
高
齢
者
、
弱
者
へ
の
負
担
増
を
や
め
さ
せ
よ
う

岸
田
政
権
の
２
０
２
２
年
度
政
府
予
算
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
末

に
成
立
し
た
21
年
度
補
正
予
算
と
一
体
と
し
た
「
16
カ
月
予
算
」
の
規
模
は
１
０
７
兆

５
９
６
５
億
円
、
21
補
正
予
算
の
35
兆
９
８
９
５
億
円
を
合
わ
せ
る
と
、
１
４
３
兆
５

８
５
９
億
円
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
規
模
予
算
は
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
国
民
の
生

活
を
支
え
る
も
の
で
は
な
く
、
米
中
対
立
に
便
乗
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
（
国
民
管
理
・
監

視
）
と
軍
事
優
先
の
予
算
で
す
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
み
ま
す
。

社
会
保
障
費

は
最
大
で
も

分
配
は
貧
弱

後
期
高
齢
者
医
療

費
の
自
己
負
担

２
割
が
原
則
に

微
々
た
る
介
護
・

保
育
労
働
者
の

賃
金
引
き
上
げ

コ
ロ
ナ
給
付
で

雇
用
保
険
料
も

引
き
上
げ


